
■□■□■■□■■□■■□■□■□■■□■■□■■□■■□■□■■□■■□■■□■■□■□■■□■■□■■□■□■□ 

矢臼別平和委員会事務局短信  2021.05.05 文責；中村忠士 

□■□■■□■■□■■□■■□■□■□■■□■■□■■□■■□■□■■□■■□■■□■□■□■■□■■□■□■■□■ 

コロナ前には毎年やっていたメ

ーデー集会、昨年に引き続き今年

も中止。そのかわり街頭に出てア

ピール行動をしようと、午後１時

から別海市街で実施しました。 

21人が参加。実行委員会の構成

団体である矢臼別平和委員会、別

海町農民組合、新婦人の会別海支

部、根室教組、共産党別海町委員

会や個人がそれぞれの問題意識や

課題解決のための提案などを、ハ

ンドマイクを通じて訴えました。 

菅政権は、米軍や防衛省施設の周辺の住民を調査したり、周辺の土地利用を制限す

る法律（国家安全保障上重要な土地等に係る取引等の規制に関する法律案）を３月末

に閣議決定し国会に提出しました。 

演習場内に住む浦さん、二部・倉谷さんの居住権そのものが危うくなります。また

平和委員会などの住民運動に、権力の監視・妨害が及ぶことも十分考えられます。 

４月27日、元衆院議員の畠山和也さんが現地調査に入り、浦さん、二部さん、周辺

３戸の農家の方と懇談しました。 

私たちも気を引き締め直し、運動をさらに発展させていくため頑張らなければなら

ないと思います。 
 

 
 ４月26日、釧路市で矢臼別平和盆おどり総実行委員会が開かれ、今年の盆おどりに

ついて方向性が協議されました。結論的には、「矢臼別には集まらない」「全国の各団

体・個人のスピーチ、歌やおどりなどを録画、それをオンラインで結んで放映する」

ということになりました。（詳しくは総実行委員会の通信で確認してください） 
 

 


